
川崎医療短期大学紀要 25号： 41-46 2005 41 

介護技術教育における技術習得にむけた授業の取り組みについて

ー教員複数制と学生少人数制を導入した授業が

学生の技術習得に及ぼした効果と課題一
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概要

介護技術は，介護福祉士の養成教育の中で重要な位置づけをもつ教科の一つにあげられている．介護技術教育における

効果的な授業の取り組みについて検討することを目的として，「教員複数制」と「学生少人数制」か技術習得に向けてどの

ような影響を与えているのかを「車椅子移乗」の単元を終了 した学生と教員のアンケートから考察した．

その結果，教貝複数制の効果として「個別指導の効果」， 「即時性の効果」，学生少人数制の効果として「技術練習の効率

性の効果」，「グループワーク効果」， 「利用者体験による効果」があることがわかった．また，指導上の課題として「学生

の考える力を育てる必要性」，「教員の指磁能力を統一する必要性」，「学生が授業時間外に主体的に練習に取り組む演習の

工夫」があげられた．

1.緒 -
[
l
 

介護福祉士の養成教育の中で，介護技術は重要な位

置づけをもつ教科の一つにあげられている．2000年の

介護福祉士養成カリキュラムの改正では，介護技術の

（平成17年10月1日受理）

1川崎医療短期大学 介護福祉科， 2川崎医療福祉大学保健看護学

科， 3小規模多機能型ホーム シーサイドリビング沙美， 4特別投護老

人ホーム みゆき園，5ケア付き有料老人ホーム オーシャンビュー笠羽

1Department of Care Work, Kawasaki College of Allied Health 

Professions 

'Department of Nursing, Faculty of Medical Welfare Kawasaki 

University of Medical Welfare 

'Small Style Home for The Elderly with Varied Services, Seaside 

Living Sam, 

'Nursing Home, Miyukien 
5Private Services for Elderly Care, Ocean View Wasyu 

時間数は120時間か ら150時間へと増加され，全人的に

利用者の生活像を捉える視点が強調され専門性の高い

介護技術が提供できる学生の養成が期待された 1)．それ

は，利用者が望む生活を利用者と共に，具体的に実現

していくための介護の実践と考えられているか らであ

る．

一方，学生の介護技術の習得に関して生活経験の乏

しい学生が増えてきたことなどにより， きめ細かい介

護技術習得にむけた授業の取り組みが必要だと考えら

れる．しかし，介護技術習得に向けた技術教育の取り

組みついての報告は多い とはいえない2~5)．また，技術

習得の授業形態は演習である．技術演習は学生と教貝

の相互作用を通して行われるため，学生の技術習得に

むけた演習の過程についても，今後，検討を重ねてい

くことが重要である．したがって，本稿では介護技術
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の演習において取り組んでいる「教貝複数制と学生少

人数制」が技術習得に向けて， どのような影響を与え

ているかを「車椅子移乗」の単元を終了した学生と教

員のアンケートから考察する こととし，今後の介護技

術教育における効果的な授業の取り組みへの示唆を得

ることを目的とした．

2.研究方法

1)調 査期 間

平成16年 5月26日～10月8日

2)調査対象

私立短期大学介護福祉課程 (2年課程） 1年生84名

のうち，平成16年 6月9日と11日に 「車椅子移乗」の

単元を履修した42名と介護技術を指導した教員 5名．

3)調査方法

授業終了後，学生と介護技術を指導した教員に「教

員複数制と学生少人数制」について， 自由記載形式の

アンケート用紙を配布し回収した．その記述内容から

KJ法でカテゴリー化し，考察した．

調査は，目的，方法及び成績に関係ないことを説明

し，演習終了後に無記名で記入してもらい協力を得た．

教貝に対しても目的，方法を説明し協力を依頼し，演

習終了後記入してもら った．

4)介護技術 Iの概要

介護技術 Iの演習は， 90時間 3単位の授業（実施120

時間）である． 1学年の84名が2クラスに分かれカ リ

キュラムが組まれている．介護技術 Iでは，その 1ク

ラスをさらに 2グループ (21名ずつ）の小人数に分け，

それぞれ連続した 2コマの時間で演習を実施した．ま

た，ベッド数は10ベッドを使用し学生 2人 1組（奇数

のため 3人1組が1グループ）となり ，教員は 4~ 5 

名の複数体制で演習を行った．

(1) 運動 ・移動の技法における講義 ・演習の概要

運動・移動の技法に関する講義・演習には，介護技

術 Iの中で， 16時間 (4時間の授業を 4回）を配分し

ている（表1).そのうち車椅子移乗の単元は 2時間を

配分しており，評価は，前期終了時，実技試験（課題

2つを示した．うち， 1つが車椅子移乗であった．）を

行い，60点未満の学生は20時間の補講練習を行った後，

補充試験を行った．

(2) 車椅子移乗に関する演習の展開は（表 2)に示

した．

3.結果

調査の結果，演習の感想についての全記述数は，学

生の感想より「教員複数制」37, 「学生少人数制」 36の

合計73であった．以下，記述内容について説明する．

表 1 運動・移動の技法における講義 ・演習の概要

回数 l コマ 2 コマ

l l①運動 ・移動の技法（講義） ①安全と安楽（講義）

②ポティメカニクス （講義） 1麟楽な体位 （演習）
-----------------------------------------------------------------------------------------------

2 ①体位変換 （演習） ①体位変換 （演習）

3 
①仰臥位から端座位の方法（演習） I ①車椅子移乗（演習）I②端座位から立位の方法（演習）

・ • --------------------------------------•ー・ー・—)-- --,―-----------------------------.．.．. --• ----
4 ①ストレ ッチャーの走行 （演習） ①車椅子の走行・杖歩行 （演習）

表 2 車椅子移乗における演習の展開

① 磁入 ・オリエンテーション，車椅子移乗の意義

最初に前回の演習との関連，車椅子移乗の意義，演習内容，演習の進め方について説明を行った．

② デモンストレーション

教員同士が利用者役と介護者役を演じデモンストレーションを行った．実施者はポイント や留意

点を説明し，学生と他の教員は全員見学した．

③ 演習

学生は， 2人 1組 (1組のみ 3人）になり利用者役，介護者役の役割を交代して演習を行った．

各教員は， 2 ～ 3ベッドを担当（教員 1人が学生 4~ 6人を担当） し，助言 ・指迎した．

④ まとめ

演習のポイントの整理，演習を通しての気づきについて学生全体に説明した．
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1)教員複数制に関する感想

学生のアンケート 結果から教貝複数制は，肯定的感

想は約 8割で（表3)に示すように「個別指導の効果」，

「即時性の効果」の 2つのカテゴリーに分類でき，否

定的感想は約 2割で「人数不足」の 1つのカテゴリー

にまとめられた．また，それぞれについて関連のある

教員の感想を示した．

2)学生少人数制に関する感想

学生のアンケート結果から学生少人数制は，肯定的

感想は約 9割で（表4)に示すように，「技術練習の効

率性の効果」，「グループワーク効果」，「利用者体験に

よる効果」の 3つのカテゴリーに分類でき，否定的感

想は約 1割で「時間不足」の 1つのカテゴ リーにまと

められた．また，それぞれについて関連のある教員の

感想を示した．

4.考察

「教員複数制」と「学生少人数制」について学生の

アンケート結果から得られたカテゴリーについて考察

することとする．

1)教員複数制について

運動 ・移動の技法における介護技術において，学生

のアンケート結果によれば，学生は教員の指導体制が

複数の効果を「個別指導の効果」と「即時性の効果」

として捉えていた．

演習では，一斉学習の講義形態とは異なり大部分が

個別指導体制となるため，学生の感想は「丁寧に教え

てくれる」，「わかりやすい」，「アドバイスがよかった」

など教貝との個別な関わりの記述が多く，複数の教員

が指導したことにより個別指導の頻度は多くなってい

ると推測される．個別指導では，学生個々の学習進度，

能力や特性に合わせたペースで指導することができる 6)

という特徴がある．学生と教員の直接的な関わりによ

り，学生個人の技術習得度に応じた指導が可能になり

技術習得に効果的であったと考えられる．一方，教員

の感想より，学生の質問にはなかったか助言，指導し

た内容があげられた．内容は，「移乗時の手や足の位置」，

「移乗時の足の保護，体格差にあわせた移乗方法」，「ボ

ディメカニクスの活用」などである．このことから，

車椅子移乗における手や足の位置や足の保護など原理

原則に基づいて学生が，手や足の効果的な位置関係に

ないことに気づかず練習していたこと，あるいはデモ

ンス トレーションの模倣だけではわからないことに対

して，教貝が個別な関わりのもとに指導することで，

数 1カテゴリー

表 3 教員複数制に関する感想

学生の感想 （抜粋） 教員の感想 （抜粋）

よい I31 

・個別に指導してくれるととても 学生の質問にはなかったが助言，指導

助かった した内容

・丁寧に教えてくださるので助か ・時間があれば，応用 を考えられるよ

りました つに指消した

個別指塙 I・わかりやすく ，わからないとこ ・移乗時の手や足の位囲について指紺
したの効果

即時性の

効果

ろもわかりよかった

・アドバイスがよかった ・移乗時の足の保護の仕方や体格差に

あわせた移乗方法について指迎した

・ボディメカニクスの活用の仕方につ

いて指導した

・わからなかったら，す ぐ先生に 学生に質問をうけた内容

聞けてよかった ・移乗後，安楽のためのク ッションの

・すぐ近くに先生かいるので聞き 置き方や手の位置について

たいときにきける ・移乗時の車椅子の位罷や距離

・やり方かわからない時にすぐ教 ・利用者役と介護者役の体格差，状況，

えてもらえることができてよか 状態などにより異なる点について

った ・座りなおしの方法

• そばにいてくれるのでわかりや

すい
----------------------------------------

・ベソドに一人先生にいてほしい I・考えて行 うというより，反復して何
・今回はあまり先生がこなかった 度も繰り返し練習する学生が多い

悪い I6 I人数不足 I・先生が少ない I.学生に質問しながら指辿を行った
・すぐに声がかかりわからないまま行

うことはなかった
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表4 学生少人数制に関する感想

数 1カテゴリー 学生の感想（抜粋） 教貝の感想 （抜粋）

・何回 も練習できてよかった

技術練習
・無駄な時間がなくよかった

•練習時間がぎりぎりかかるので

• 最低 1 回以上は練習できていた

・グループによってはつきっきりで 1

回というところもあった
の効率性

の効果
2人かよい

・はや〈できるのでよい

・限られた時間の中で繰り返し練習で

きるので少人数制はよい

• 2人は交代でできるのでよい • 2人1組なので集中して行えていた
よい I33 r------------―1―--------------------------------------------------------------------------------------------

・意見しあったりして面白かった •お互いに利用者役，介護者役を体験

•相手の人か上手になったので私 することで，その時の気持ちや介助

も頑張ろうと思った の仕方について意見交換できていた

グループワー • 3人で知識をしぼっておこなった ・問題提起すると 2人で考えながら行

ク効果 ・協力できてよかった っていた

・グループの一人がよい気付きやアイ

デアを伝え，協力し合って学んでい

る場面かみられた

•利用者，介護者の気持ちかわか

利用者体
ってよい

・両方の役をやれるのは勉強にな
験による

・自分だったらどうして欲しいか考え

ながらできる

・自分が利用者役を行って不安だった

ことを介護者役の時に役立てていた

か，意識していない学生もおり教員

の声かけが必要

ります
効果

・相手に負担をかけないように頑

張った
...→.................... 

・時間が足りなかった

悪い I3 I時間不足

学生ははじめて原理原則のポイントを意識し技術習得

の効果が上かったことが推測される．演習の効果は，

学生自身が行動したり技術を実践し，その場面を実感

しながら知識と具体的行動を統合させようとするとこ

ろにあり，この効果を最大限に機能させるためには，

教師の適切なフィードバックが重要な意味を持つとい

われている叫技術習得では，個別指導を通して理論や

原理，原則などの知識が技術という具体的行動で， ど

の様に行使されていくのか教員から学生へのフィード

バックが重要だと考える．

即時性の効果では学生の感想より「わからないとき

に，すぐ教えてもらえる」，「すぐ，聞ける」，「そばに

いてくれるので，わかりやすい」などがあげられ，教

員複数性により 学生か教貝に質問しやすい環境である

ことがわかる．このことについて，教員の感想より学

生に質問をうけた内容として「移乗後，安楽のための

クッションの置ぎ方や手の位置」，「利用者役と介護者

役の体格差，状況，状態などにより異なる点」，「座り

なおしの方法」などがあげられており，学生は疑問点

-------------------------------・・--・・・・・・・・・・・ 

・授業中， 2回目をみるには時間的余

裕かない場合があり， もう一度確認

できる機会がほしい

・学生によ って練習の進度が異なる

・限られた時間の中では反復練習かで

きていたが，この授業の取り組みが

自主練習へつながればよいと思う

や効果的にできないところをそのままにせず教員に声

をかけ聞けていたことがわかる．このことから，学生

はうまくできないことに気づきながらも何が原因か，

学生が自ら気づくことに困難を感じ教員に指導を求め

技術習得を深めたと推察される．藤岡ら叫ま，「学生は

やってみるように指示されても，教師と同じようにで

きないもので，初学者にとっては文字どおり手を取っ

て教える方法も必要になる．一連の動作を細かく分け

て指示しながら課題に従って行動させ，できたことを

ほめるなど学生が繰り返し行えるように励ますことも

大切である」としている．学生が質問した内容は，デ

モンストレーションの模倣練習だけでなく，今その時，

その場面で具体的に指示・助言することによって学生

の気づきがうながされ，技術習得の効果が得られた内

容であると思われる．技術習得では，このようにその

時その場面を捉えた指導が有効であると考える．

また，学生の感想より「ベッドに一人先生がいてほ

しい」に代表されるように， より個別の指導を望む感

想がうかがわれ，「人数不足」という面も捉えられた．



介護技術教育における授業の取り組みについて 45 

これは，学生が疑問に感じたことを教員に質問し，す

ぐに解決したいと考えているものと推察されるが，筆

者は全ての質問にすぐ答えることは，学生の考えるカ

を低下させると考えている．一方このことについて，

教貝の感想より ，学生の質問を「すぐに声がかかりわ

からないまま行うことはなかった」と即時性の効果と

して捉えながらも「考えて行うというより，反復して

何度も繰り返し練習する学生が多い」，「学生に質問し

ながら指導を行った」などがあげられ，これは「学生

が考える力を養う必要性」を示しているものと考えら

れる．「考える力を養うこと」は学生の一対ーでの指導

を希望する声を解決する一方法であると推察された．

なぜならば演習時，学生が疑問に感じたことを自らの

知識をもとに考え解決していくことで，学生が必要性

に応じて教貝に指導を求めることが可能になると考え

るからである．専門職としての介護技術は「なぜそう

するのか」「何のために行うのか」という根拠に甚づい

た技術の提供ができることにある．そのような根拠に

甚づいた技術を習得するために教員は，デモンストレ

ーションにおいては模倣の段階として捉え，わかりや

すい説明と指示，次に学生が考えるヒントを与え自ら

選択できるような助言など，指示・助言のスキル9)を習

得する必要がある．次に，場面を捉えた個別指導が効

果的であったかを，教員が意見交換し授業の振り返り

を行うことが重要であると考えられた．一方，学生が

考えながら演習を行うためにはデモンストレーション

の方法を検討していくことが必要であると考えている．

デモンストレーションは，教員が模範を示し学生の理

解を促す方法であるため，教員自身が事前に練習を重

ねて確実な技術を身につけること，教員間で役割分担

し事前に十分な打ち合わせをすることが重要となる 10)_

つまり，学生が根拠に基づいた介護技術を行えるよう

になるためには，教員が指導・助言のスキルを向上さ

せ場面に応じた指導ができること，また効果的なデモ

ンストレーションを行うなど，教員間の技術向上と連

携など「教員の指導能力を統一する必要性」が課題と

して明らかになった．

2) 学生少人数制について

アンケート結果では，学生は学生少人数制の効果を

「技術練習の効率性の効果」，「グループワーク効果」，

「利用者体験による効果」として捉えていた．

技術練習の効率性の効果では，学生の感想から「何

回も練習できてよかった」，「無駄な時間がなくてよかっ

た」などがあげられ，教員の感想からも「限られた時

間の中で繰り返し練習できるのでよい」，「最低1回以

上は練習できていた」などがあげられた．初期の技術

習得では，反復練習が有効であり ，限られた時間の中

で繰り返し練習を行うためには，少人数で効率よく練

習を行うことが効果的であると，学生と教員はともに

感じていることが推察された． しかし，一方で学生の

「時間が足りなかった」との感想もみられた．これに

関する教員の感想は「グループによって進行に差かあ

る」，「 2回目をみるには時間的余裕がない． もう一度

確認できる機会が欲しい」，「自主学習につなげられた

らよい」であった．これらのことから教員は，授業時

間内だけで技術を習得するには時間的限界があると感

じており，その解決策として授業時間外の主体的に取

り組む反復練習の必要性を示していると推察された．

授業時間外で学生が主体的に練習に取り組むためには，

動機づけが重要である。演習中に学生の動機づけを行

うためには，個別指導や学生が主体的に取り組める授

業の方法11,12)を取り入れるなど授業における演習の工夫

が必要だと考えられる．つまり ，演習を工夫すること

により学生は自ら「練習を行いたい」「技術を上手にな

りたい」という意欲を持ち，授業時間外に主体的に練

習に取り組む姿勢が養われると推察される．学生が主

体的に練習に取り組む場合，教員は時間外の実習室の

開放や，学生への関わりや指導体制など環境を整え，

学生の意欲を継続させる努力が必要だと考えられる．

グループワーク効果では，学生の感想より「意見し

あったりして面白かった」，「 3人で知恵をしぼって行っ

た」，「相手の人が上手になったので私も頑張ろうと思っ

た」などがあげられ，教員も「問題提起すると 2人で

考えながら行っていた」，「グループの一人がよい気づ

きやアイデアを伝え，協力しあって学んでいる場面が

みられた」など，グループメンバーがお互いに高めあ

いながら演習に取り組めたことが推察された．このよ

うなグループワークによる効果は，学生が演習に主体

的に取り組む効果的な動機づけになると考えられる．

演習中に意見交換を行い，グループワーク効果が十分

に発揮されるために，グループメンバーや環境につい

て考えていくことが重要であろう．さらに，学生の感

想から「利用者や介護者の気持ちがわかってよい」，「両

方の役をやれるのは勉強になる」や，教員の感想から

「自分だったらどうして欲しいか考えながらできる」，

「自分が利用者役で不安だったところは介護者役で役

立てる」など利用者体験による効果もみられた．介護

者には，利用者の気持ちに寄り添う共感性が求められ，
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常に利用者の立場に近づくよう努力が必要である．演

習という体験学習は，介護をうける利用者の心理を理

解する一方法であり，利用者の立場からみた介護者の

気づきや学びができるため，学生が演習中に気づいた

り感じたりしたことを大切にしたいと考えている．ま

た，グループワーク効果に関連する教員の感想より「お

互いに利用者役，介護者役を体験することで，その気

持ちや介助の仕方について意見交換できていた」とあ

るように，この利用者体験による効果において，学生

一人ひとりの意見や感想を出し合いグループワークの

効果として深め合うことによって，より体験学習が有

効になると考える．

5.まとめ

介護技術習得のための演習において，教員複数制の

効果は「個別指導の効果」と「即時性の効果」にある

と考えられた．演習では学生と教員の個別指導を通し

た関わりか璽要であり，関わりを通して意図的に教貝

か指示・助言を行うことによって，学生が自ら考え気

づくことができると考える．また，技術指導では，今

この場での直接的な指導が有効に作用する場面が多く，

教員複数体制で演習を行うことは教員が学生と関わる

回数が増え，これら個別的で意図的な学生との関わり

が技術指導に効果的に作用するものと推測された．ま

た，学生少人数制の効果は「技術練習の効率性の効果」，

「グループワーク効果」，「利用者体験による効果」に

あると考えられた．初期の技術練習では反復して練習

することで効果があがり，学生が少人数で演習を行え

ば効率的に協力しながら練習することが可能になり，

入学後，初めて介護技術を学ぶ 1年生の基礎的な技術

習得には，有効であると考える．また，学生同士は利

用者役，介護者役の体験から自らが感じた内容を意見

交換しながら行うことによって介護者の視点が養われ

るという効果もみられ，「利用者の気持ちに寄り添い利

用者とともに生きる」介護を学ぶ学生にとって意義深

いと考える． しかし，反面，指導上の課題として，（1)

「学生の考える力を育てる必要性J,(2)「教員の指導能
力を統一する必要性」，（3）「学生が授業時間外に主体的

に練習に取り組む演習の工夫」など明らかになった．

これらの問題の解決策として，（1), (2)については①教

員が指導 ・助言のスキルを習得する，②教員複数性で

あるため，演習前の打ち合わせを十分に行い，演習後

に振り返りを行うことがあげられた．（3）については，

「学生が考える力を育てる」ために，演習の取り組み

を通して動機づけを行い，①学生が主体的に取り組め

る演習のエ夫を考え，動機づけを強化する，②学生が

授業時間外に主体的に練習に取り組める環境を整える

ことがあげられた．また， これらの課題を教貝が一丸

となって共有し取り組むことによって 「教員複数性」

と「学生少人数制」の効果が上がるものと考える．

本稿は学生と教員の自由記載方式により得られた結

果である．今後は，技術習得度の効果を客観的な指標

を用いて評価し，検討を重ねる必要があると考える．

今後も，介護技術習得にむけて学生との関わりを大切

にしながら，効果的な授業について取り組んでいきた

いと考えている．

最後に，この調査にご協力いただいた学生，諸先生

方に深く感謝いたします．
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